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昭
和
前
期
農
村
に
お
け
る
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
と
受
容
―
―
産
業
組
合
の
出
版
活
動
を
中
心
に
河
内
聡
子
は
じ
め
に
本
論
は
、
昭
和
前
期
の
日
本
農
村
地
域
を
中
心
に
発
達
し
た
産
業
組
合
が
、
（
１
）
い
か
な
る
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
組
織
の
普
及
・
拡
大
を
果
た
し
て
い
っ
た
の
か
に
注
目
し
、
当
時
の
農
村
社
会
に
形
成
さ
れ
た
一
大
情
報
網
と
し
て
の
性
格
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
昭
和
前
期
の
農
村
社
会
の
情
報
環
境
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
産
業
組
合
が
行
っ
た
情
報
戦
略
の
中
で
、
特
に
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
内
容
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
産
業
組
合
は
、
宣
伝
や
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
、
多
く
の
出
版
物
を
農
村
地
域
に
発
信
し
て
い
き
、
そ
れ
ら
は
、
組
合
関
係
者
か
ら
一
般
の
農
村
大
衆
に
ま
で
広
く
受
容
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
論
で
は
、
産
業
組
合
に
よ
る
出
版
活
動
の
周
辺
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
昭
和
前
期
の
農
村
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
状
況
や
情
報
環
境
を
基
盤
と
し
、
い
か
な
る
目
的
に
よ
っ
て
、
出
版
物
が
発
行
さ
れ
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
が
流
通
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
産
業
組
合
が
行
っ
た
出
版
活
動
を
一
つ
の
運
動
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
字
を
媒
介
と
し
た
情
報
（
言
説
）
が
、
い
か
な
る
シ
ス
テ
ム
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
背
景
と
し
て
生
成
さ
れ
た
の
か
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い
。
一
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
産
業
組
合
に
よ
る
出
版
事
業
の
始
ま
り
は
、
産
業
組
合
組
織
の
指
導
・
教
育
の
中
枢
機
関
で
あ
る
中
央
会
に
よ
っ
て
、
機
関
誌
『
産
業
組
合
』
が
創
刊
さ
れ
（
２
）
た
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
遡
る
。
明
治
・
大
正
の
創
設
期
に
は
、
他
に
も
諸
種
の
印
刷
物
が
発
行
さ
れ
た
が
、
点
数
は
き
わ
め
て
少
な
く
「
年
平
均
一
・
三
点
に
す
ぎ
な
（
古
桑
、
19
84
）
か
っ
た
。
大
正
十
四
年
の
二
十
五
周
年
記
念
事
」
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業
で
、
産
業
組
合
の
大
衆
化
の
必
要
が
叫
ば
れ
る
と
、
教
育
・
宣
伝
の
強
化
に
伴
っ
て
出
版
事
業
も
活
発
化
し
た
こ
の
こ
ろ
に
家
の
光
の
創
刊
や
産
。
、『
』
、『
（
３
）
業
組
合
年
鑑
、
『
産
業
組
合
宣
伝
叢
書
』
な
ど
の
定
期
刊
行
物
の
発
行
が
開
始
』
（
４
）
（
５
）
、
。
、
さ
れ
本
格
的
な
出
版
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
拡
充
期
に
も
種
々
の
印
刷
物
が
数
多
く
発
行
さ
れ
、
年
あ
た
り
平
均
で
約
三
十
点
が
出
版
さ
れ
た
（
表
１
】
参
照
）
。
【
ま
た
出
版
事
業
は
、
中
央
会
の
み
な
ら
ず
地
方
に
お
い
て
も
、
各
支
会
の
職
員
や
産
青
連
が
主
動
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
特
に
、
昭
和
八
年
か
ら
始
ま
る
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
、
各
組
合
へ
の
教
育
委
員
会
の
設
置
が
指
示
さ
れ
る
と
「
教
育
委
員
ノ
行
フ
、
ベ
キ
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
「
組
合
報
、
小
冊
子
、
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
等
ノ
配
布
及
刊
行
」
が
明
記
さ
れ
、
組
合
単
位
で
の
出
版
活
動
が
奨
励
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
組
合
の
出
版
活
動
は
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
昭
和
十
五
年
に
、
時
局
に
よ
る
用
紙
統
制
が
実
施
さ
れ
た
際
、
鹿
児
島
の
代
表
が
「
組
合
教
育
上
必
要
な
る
会
報
印
刷
物
及
び
帳
簿
用
紙
が
入
手
で
き
ず
非
常
な
困
難
な
状
態
に
あ
る
」
た
め
、
中
央
会
に
用
（
マ
マ
）
紙
の
確
保
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
「
他
の
数
多
の
県
で
も
同
様
な
状
態
に
あ
る
、
【表１】産業組合中央会の出版物種別発行数
年度 新聞雑誌 調査資料 宣伝叢書 小冊子 合計
(種) (冊) (冊) (冊)
6 3 10 3 12 28昭和 年
7 3 3 4 15 25年
8 3 4 2 16 25年
9 3 5 1 21 30年
10 3 3 1 21 28年
11 3 2 0 25 30年
12 3 6 0 18 27年
13,14 3 3 8 51 65年
15 3 4 0 19 26年
（注 『産業組合年鑑 （第 回～ 回）を基に作成した。） 』 5 13
なお 、 年度の『産業組合年鑑』は二年分まとめた形で刊行13 14
されたため、合計の冊数となっている。
」
。（
「
」
こ
と
が
各
県
代
表
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
全
国
支
会
教
育
事
業
打
合
会
『
産
業
組
合
』
昭
和
十
五
年
六
月
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
方
の
組
合
を
単
位
と
。
、
し
た
出
版
事
業
は
活
発
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
産
業
組
合
は
地
方
農
村
社
会
に
お
け
る
、
情
報
発
信
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
出
版
事
業
の
詳
細
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
い
た
め
細
、
、『
』（
）
部
は
わ
か
ら
な
い
が
試
み
に
論
じ
る
な
ら
ば
産
業
組
合
年
鑑
第
八
回
の
「
長
期
講
習
会
」
の
項
目
で
「
講
習
生
の
自
主
的
な
研
究
会
ニ
ユ
ー
ス
発
行
、
等
の
教
育
（
…
）
が
行
は
れ
る
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
産
業
組
合
が
各
地
で
複
数
に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
い
た
講
習
会
の
機
会
な
ど
に
、
印
刷
物
の
出
版
事
業
に
関
す
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
産
業
組
合
は
、
出
版
事
業
で
自
ら
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
一
方
、
一
般
の
出
版
物
の
統
制
も
行
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
実
行
す
べ
き
点
の
も
う
一
つ
に
「
優
良
図
書
ノ
紹
介
、
斡
旋
及
図
書
室
ノ
管
理
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
教
育
部
事
業
の
一
部
と
し
て
農
村
文
庫
を
設
置
（
宮
部
、
1
94
、
」
2
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
産
業
組
合
の
目
線
に
よ
る
蔵
書
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
）
、
た
。中
央
会
が
発
行
し
た
「
農
村
文
庫
規
約
例
（
例
規
集
）
に
よ
る
と
、
そ
の
」
『
』
目
的
は
「
健
全
ナ
ル
図
書
ニ
ヨ
リ
組
合
員
ノ
読
書
趣
味
ヲ
涵
養
」
し
「
農
村
文
、
化
ノ
向
上
ニ
寄
与
セ
ン
コ
ト
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
組
合
員
の
み
な
ら
ず
「
一
般
村
民
ニ
対
ス
ル
図
書
ノ
貸
出
」
や
「
巡
回
文
庫
ノ
利
用
」
が
事
業
項
目
に
挙
、
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
村
文
庫
の
設
立
は
、
多
数
の
農
村
読
者
を
生
じ
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
「
読
書
文
化
な
ど
と
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
農
村
（
山
路
、
1
9
68 ）
に
お
い
て
、
産
業
組
合
に
よ
り
用
意
さ
れ
」
、
。
た
読
書
環
境
は
農
村
大
衆
が
活
字
文
化
に
触
れ
る
数
少
な
い
機
会
と
な
っ
た
- 3 -
し
か
し
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
、
産
業
組
合
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
情
報
を
、
農
村
大
衆
が
受
容
し
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
産
業
組
合
は
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
発
信
す
る
主
体
で
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
一
般
の
書
籍
を
提
供
し
て
い
く
役
割
も
果
た
し
た
。
そ
れ
は
「
出
版
文
化
の
発
、
展
か
ら
完
全
に
疎
外
さ
れ
て
い
た
（
永
嶺
、
19
97
）
農
村
の
情
報
環
境
を
、
向
」
上
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
が
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
・
提
供
を
通
し
て
、
産
業
組
合
に
よ
っ
て
管
理
さ
、
。
れ
た
情
報
空
間
が
農
村
社
会
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
そ
の
顕
著
な
事
例
と
し
て
、
長
野
県
の
産
業
組
合
で
は
「
産
業
組
合
法
に
基
づ
く
購
買
組
合
を
結
成
し
、
全
国
を
連
絡
し
て
教
科
書
の
出
版
と
販
売
（
長
野
」
『
県
書
店
商
業
組
合
八
十
五
年
の
あ
ゆ
み
）
を
行
っ
た
と
さ
れ
、
書
籍
商
と
の
大
』
き
な
対
立
を
招
い
た
と
い
う
。
産
業
組
合
は
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
農
村
社
会
の
情
報
を
一
部
で
統
制
し
、
そ
の
存
在
を
肯
定
す
る
世
論
の
構
築
を
図
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
情
報
の
収
集
と
発
信
調
査
事
業
と
印
刷
物
の
配
布
―
産
業
組
合
に
よ
る
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
は
、
二
つ
の
性
格
的
な
側
面
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
組
合
関
係
者
を
対
象
と
し
た
指
導
・
教
育
の
意
味
合
い
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
広
く
一
般
大
衆
に
向
け
て
産
業
組
合
の
宣
伝
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
主
に
組
合
に
お
け
る
事
業
・
経
営
の
方
法
な
ど
を
記
述
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
は
産
業
組
合
が
組
織
の
大
衆
化
を
図
る
う
え
で
行
っ
、
た
、
各
地
の
組
合
単
位
で
の
宣
伝
活
動
に
お
い
て
も
、
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
中
央
会
は
、
大
正
十
三
年
よ
り
『
産
業
組
合
調
査
資
料
』
と
い
う
叢
（
６
）
書
の
刊
行
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
内
外
国
ニ
於
ケ
ル
産
業
組
合
ニ
関
ス
、
ル
最
新
ノ
思
想
、
事
実
ニ
付
キ
調
査
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
印
刷
ニ
付
シ
（
産
業
組
」
『
合
史
）
た
も
の
で
「
産
業
組
合
指
導
者
並
に
関
係
者
を
啓
発
し
た
効
果
は
著
』
、
し
い
も
の
が
あ
つ
た
（
日
本
産
業
組
合
教
育
史
）
と
さ
れ
る
。
中
央
会
は
、
」
『
』
こ
の
資
料
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
各
地
で
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
地
方
の
組
合
事
業
の
実
践
例
、
成
功
例
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
、
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
組
合
及
び
組
合
員
の
範
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
中
央
会
に
と
っ
て
、
農
村
社
会
の
実
状
を
調
査
し
、
取
り
ま
と
め
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
中
央
会
は
東
京
に
所
在
し
、
地
方
農
村
の
情
報
が
満
足
に
入
手
で
き
な
い
た
め
、
ま
ず
は
調
査
す
る
こ
と
で
状
況
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
情
報
の
発
信
に
努
め
た
。
調
査
に
よ
っ
て
、
中
央
会
は
地
方
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
農
村
社
会
に
適
応
し
た
方
策
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
農
村
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
情
報
伝
達
が
有
効
な
の
か
を
探
る
こ
と
に
も
な
り
、
産
業
組
合
が
独
自
の
メ
デ
ィ
ア
網
を
確
立
さ
せ
て
い
く
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
年
に
、
国
内
の
調
査
を
記
録
し
た
も
の
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
産
業
組
合
と
活
動
写
真
に
関
す
る
調
査
「
産
業
組
」
、
合
の
通
俗
的
宣
伝
に
関
す
る
資
料
」
は
、
全
国
各
地
の
組
合
が
実
施
し
て
い
る
宣
伝
事
業
の
実
践
例
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
有
効
と
な
る
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
『
産
業
組
合
、
産業組合の刊行物の一例
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調
査
資
料
』
以
外
に
も
、
優
良
産
業
組
合
の
事
例
を
掲
載
し
た
刊
行
物
な
ど
が
数
種
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
て
お
り
、
各
組
合
で
は
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
い
か
に
事
業
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
か
を
学
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
に
宣
伝
活
動
の
規
範
が
示
さ
れ
、
事
業
内
容
の
統
制
化
・
等
質
化
が
促
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
会
は
、
調
査
に
よ
っ
て
情
報
を
収
集
・
統
制
し
、
そ
れ
を
印
刷
し
て
地
方
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
域
差
を
克
服
し
た
均
質
な
情
報
の
供
給
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
中
央
会
を
セ
ン
タ
ー
と
し
、
情
報
の
収
集
・
統
制
・
発
信
を
行
う
と
い
う
系
統
的
な
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
各
地
の
情
報
の
偏
差
を
少
な
く
し
、
地
域
に
お
い
て
宣
伝
活
動
が
効
率
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
企
図
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
、
中
央
会
が
提
供
し
た
情
報
は
、
各
地
の
組
合
に
お
い
て
規
範
と
し
て
受
容
さ
れ
、
全
国
的
に
画
一
化
さ
れ
た
産
業
組
合
に
よ
る
情
報
伝
達
の
体
制
が
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
『
家
の
光
』
と
農
村
社
会
、
産
業
組
合
が
、
一
般
大
衆
に
向
け
て
実
施
し
た
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
、
『
』
。
戦
略
の
中
で
最
大
の
成
果
と
言
え
る
の
が
家
の
光
の
発
行
事
業
で
あ
る
『
家
の
光
』
は
、
産
業
組
合
が
発
行
し
た
雑
誌
で
「
主
人
に
も
主
婦
に
も
、
青
、
年
男
女
、
老
人
、
子
供
等
、
家
庭
内
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
産
業
組
合
の
主
旨
を
宣
伝
し
且
つ
産
業
組
合
員
と
し
て
の
義
務
精
神
を
十
分
に
理
解
せ
し
め
家
、
」（『
の
光
の
使
命
）
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
発
行
の
主
眼
は
産
業
組
合
の
宣
伝
で
』
は
あ
る
が
、
体
裁
は
大
衆
向
け
の
家
庭
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
農
村
生
活
者
を
指
向
し
て
作
ら
れ
た
誌
面
内
容
に
あ
っ
た
。
『
家
の
光
』
が
創
刊
さ
れ
た
大
正
十
四
年
当
時
に
は
、
既
に
『
キ
ン
グ
』
な
（
７
）
ど
と
い
っ
た
一
部
の
大
衆
雑
誌
が
農
村
に
入
り
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
記
事
は
都
市
生
活
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
村
生
活
者
に
と
っ
て
現
実
感
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
農
村
読
者
の
不
満
の
声
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
只
今
店
頭
に
販
売
さ
れ
て
居
る
雑
誌
は
只
紙
数
が
多
い
ば
か
り
で
、
値
が
高
く
て
、
そ
し
て
農
村
の
婦
女
子
と
し
て
は
読
物
が
極
く
少
さ
い
の
で
あ
（
マ
マ
）
り
ま
す
（
読
者
投
稿
欄
『
家
の
光
』
大
正
十
四
年
五
月
）
「
」
ほ
ん
た
う
に
今
日
農
村
に
入
る
雑
誌
の
大
部
分
は
文
化
の
向
上
で
な
く
て
農
村
の
破
壊
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
婦
人
雑
誌
の
多
く
は
只
雑
誌
を
売
ら
ん
が
た
め
に
、
徒
ら
に
挑
発
的
な
、
扇
動
的
な
、
そ
し
て
文
弱
と
淫
風
に
充
た
さ
れ
た
、
見
る
だ
に
嘔
吐
を
催
す
も
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
（
読
者
投
稿
欄
『
家
の
光
』
大
正
十
四
年
六
月
）
「
」
同
様
の
意
見
は
『
家
の
光
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
の
投
稿
欄
に
散
見
さ
れ
、
そ
、
の
多
く
は
「
他
の
営
利
婦
人
雑
誌
や
家
庭
雑
誌
、
及
び
危
険
思
想
の
宣
伝
雑
誌
を
一
部
残
ら
ず
農
村
か
ら
駆
逐
し
た
い
（
大
正
十
四
年
六
月
）
と
い
っ
た
、
今
」
ま
で
農
村
に
入
っ
て
い
た
雑
誌
を
批
判
し
、
農
村
地
域
に
対
象
を
絞
っ
て
発
行
さ
れ
る
『
家
の
光
』
に
、
新
風
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
雑
誌
は
、
。
ほ
ぼ
農
村
大
衆
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
こ
と
は
『
家
の
光
』
の
農
業
記
事
を
担
当
し
て
い
た
記
者
が
読
売
新
聞
よ
、
、
。
り
引
き
抜
か
れ
た
時
の
思
い
出
を
語
っ
た
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
も
窺
え
る
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当
時
米
騒
動
や
岐
阜
、
愛
知
の
小
作
騒
動
が
あ
り
、
新
聞
は
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
、
。
ン
書
い
た
が
僕
の
担
当
し
た
読
売
の
記
事
が
一
番
う
ま
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
の
は
農
政
記
者
と
一
概
に
い
う
け
れ
ど
農
業
教
育
を
う
け
た
専
門
家
は
僕
一
人
だ
っ
た
か
ら
、
自
然
、
農
林
省
や
農
業
団
体
か
ら
重
宝
が
ら
れ
、
そ
こ
を
千
石
さ
ん
に
も
買
わ
れ
た
ん
ぢ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
（
『
』）
（
）
傍
線
引
用
者
家
の
光
の
二
十
五
年
多
数
の
読
者
を
有
し
た
読
売
新
聞
で
も
、
農
村
の
事
情
に
精
通
し
た
記
者
は
、
、
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
い
か
に
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
農
村
社
会
に
目
を
向
け
て
い
な
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
農
村
に
は
、
一
部
の
新
聞
や
雑
誌
な
ど
が
流
通
し
て
は
い
た
が
、
そ
れ
自
体
の
内
容
は
実
生
活
と
距
離
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
都
市
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
た
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
基
本
的
に
農
村
社
会
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
数
か
ら
言
え
ば
最
大
の
「
マ
ス
」
で
あ
る
は
ず
の
農
村
大
衆
を
、
中
央
の
メ
デ
ィ
ア
は
包
摂
し
き
れ
ず
に
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
『
家
の
光
』
は
農
、
村
社
会
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
農
村
は
都
市
部
と
比
較
し
て
活
字
文
化
の
進
展
か
ら
遅
れ
、
情
報
の
糧
に
不
足
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
農
村
読
者
に
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（
８
）
『
家
の
光
』
は
、
農
村
地
域
に
百
万
部
以
上
の
発
行
数
を
誇
る
よ
う
に
な
る
が
、
た
だ
そ
れ
は
「
農
村
大
衆
の
要
求
の
結
果
」
と
単
純
に
言
い
切
れ
る
も
の
、
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
『
家
の
光
』
の
読
者
獲
得
の
過
程
に
は
、
普
及
の
た
。
め
の
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
『
家
の
光
』
が
、
広
範
か
つ
多
数
。
（
９
）
の
普
及
を
果
た
す
上
で
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
産
業
組
合
拡
充
五
ヶ
年
計
画
と
「
」
。
、
併
せ
て
実
施
さ
れ
た
百
万
部
普
及
計
画
で
あ
っ
た
こ
の
計
画
を
通
し
て
『
家
の
光
』
は
多
く
の
農
村
大
衆
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
普
及
計
画
が
実
施
さ
れ
た
初
年
度
に
三
十
万
足
ら
ず
で
あ
っ
た
発
行
数
は
、
開
始
か
ら
三
年
目
の
昭
和
十
年
に
目
標
の
百
万
部
を
達
成
し
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
昭
和
十
二
年
に
は
一
四
六
万
部
を
記
録
し
た
。
五
年
の
間
に
百
万
部
以
上
の
伸
長
を
見
せ
た
『
家
の
光
』
は
、
農
民
に
最
も
読
ま
れ
る
雑
誌
と
し
て
、
農
村
社
会
の
中
心
的
な
情
報
媒
体
の
地
位
を
確
立
し
た
。
徹
底
し
た
普
及
体
制
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
計
画
は
予
定
し
て
い
た
以
上
の
成
果
を
挙
げ
、
目
標
と
し
て
い
た
数
値
を
大
き
く
上
回
る
勢
い
で
読
者
層
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
四
『
家
の
光
』
に
よ
る
農
村
読
者
層
の
拡
大
、
『
家
の
光
』
の
普
及
は
、
農
村
社
会
に
お
け
る
読
書
を
ど
の
よ
う
に
変
質
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
、
可
能
性
の
一
端
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
『
家
の
光
』
が
本
格
的
に
普
及
す
る
以
前
の
、
農
村
に
お
け
る
雑
誌
の
、
購
読
状
況
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
【
表
２
】
は
、
新
潟
県
と
山
形
県
の
農
村
。
居
住
者
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
内
容
の
一
部
で
、
新
聞
雑
誌
の
購
読
状
況
を
業
種
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
農
村
全
体
で
の
新
聞
雑
誌
の
普
及
率
は
、
わ
ず
か
二
八
％
と
低
い
数
字
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
業
種
ご
と
の
数
字
に
目
を
向
け
る
と
、
自
作
と
そ
の
他
の
間
に
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る
。
自
作
は
全
体
で
見
れ
ば
五
割
以
上
購
読
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
小
作
以
下
の
い
わ
ゆ
る
中
小
産
者
は
い
ず
れ
も
低
率
で
あ
る
。
戸
数
で
は
多
数
を
占
め
る
中
小
産
者
た
ち
は
、
い
ま
だ
活
字
文
化
を
充
分
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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【表２】農村居住者業種別新聞雑誌購読件数とその割合
（昭和五年調査実施）
部落 戸数 購読件数 割合( )%
17 12 70新潟県東頸城郡 自作
32 6 18牧村宇津保 農家 自小作
8 2 25小作
4 1 25その他
7 7 100新潟県三島郡 自作
43 24 55日越村境 農家 自小作
18 2 11小作
8 1 12その他
29 16 55新潟県佐渡郡 自作
25 8 32加茂村椿 農家 自小作
3 1 33小作
11 3 27その他
14 6 42新潟県佐渡郡 自作
11 0 0加茂村北五十里 農家 自小作
1 1 100小作
9 1 11その他
21 4 19山形県西田川郡 自作
2 0 0豊浦村字堅苫澤 農家 自小作
- 0 0小作
90 2 2その他
4 3 75山形県西田川郡 自作
15 6 40東郷村字天神 農家 自小作
18 1 5小作
6 2 33その他
- - -山形県西田川郡 自作
6 4 66東郷村字尾花 農家 自小作
11 1 9小作
12 1 8その他
19 13 68山形県西村山郡 自作
24 8 33大谷村字滝之澤 農家 自小作
21 6 28小作
12 2 16その他
111 61 54自作
158 56 35合計 農家 自小作
80 14 17小作
152 13 8その他
501 144 28総計
（注 『農村生活の調査 （東京帝国大学農学部農政学研究所、 ）を基に作成。割合は 「新聞雑誌） 』 、1933
購入」÷「戸数」× で計算し、小数点以下切り捨て。100
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『
』
【
】
、
一
方
で
家
の
光
に
関
す
る
表
３
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
見
て
い
く
と
中
小
産
者
の
普
及
率
が
五
割
近
く
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
業
種
と
比
較
し
て
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
【
表
２
】
の
。
数
字
と
比
べ
る
と
、
自
小
作
で
は
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
、
小
作
で
は
約
三
〇
ポ
イ
ン
ト
も
増
え
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
『
吉
田
日
記
』
の
著
者
・
吉
田
新
一
。
（
１
０
）
は
小
作
農
で
あ
っ
た
が
『
家
の
光
』
に
、
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
金
を
出
し
て
買
つ
て
も
お
し
く
な
い
と
心
か
ら
嬉
し
く
思
つ
た
の
は
、
全
国
購
『
』
。
買
組
合
連
合
会
発
行
の
家
の
光
だ
精
農
家
の
実
倹
談
、
苦
心
の
体
倹
談
、
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
肥
料
の
知
識
、
家
庭
常
識
、
修
養
訓
、
面
白
き
小
説
、
農
家
の
明
る
き
理
想
の
生
活
、
子
供
の
ペ
ー
ヂ
等
々
、
老
若
男
女
、
誰
れ
に
で
も
適
し
悪
い
点
な
し
、
愉
快
に
読
め
て
心
に
ひ
つ
た
り
合
つ
た
こ
と
が
書
れ
て
あ
る
、
い
つ
れ
購
買
す
る
な
ら
家
の
光
だ
、
二
十
銭
だ
。（
）
（
）
傍
線
引
用
者
昭
和
九
年
五
月
十
九
日
『
』
、
。
、
家
の
光
六
月
号
を
拝
借
二
十
銭
に
て
全
く
よ
い
本
だ
有
益
興
味
、
。
。
今
晩
は
ね
む
さ
も
知
ら
ず
全
く
よ
い
本
だ
産
業
組
合
の
理
想
雑
誌
だ
（
）
（
）
傍
線
引
用
者
同
年
六
月
十
四
日
当
時
の
一
般
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
や
『
主
婦
之
友
』
が
約
四
十
銭
だ
っ
た
の
に
【表３ 『家の光』業種別普及率】
業種 購読部数
割合( )%
27.3地主
46.6自作
46.5自小作
45.4小作
13.2商業者
10.8工業者
9.9俸給生活者
14.6その他
（注 『家の光発行事業ノ特性ニ関スル調査 （昭） 』
和 年）を基に作成した。18
対
し
『
家
の
光
』
は
そ
の
半
額
以
下
の
二
十
銭
で
売
り
出
さ
れ
た
。
吉
田
も
日
、
記
中
で
繰
り
返
し
て
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
価
格
は
農
村
に
暮
ら
す
一
、
。『
』
部
の
人
々
に
と
っ
て
比
較
的
手
頃
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
家
の
光
は
、
安
価
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
経
済
的
な
条
件
で
雑
誌
に
手
の
届
か
な
か
っ
た
中
小
産
者
を
、
読
者
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
『
家
の
光
』
の
普
及
は
、
情
報
量
が
寡
少
で
あ
っ
た
地
方
農
村
や
、
そ
の
中
で
も
新
聞
雑
誌
な
ど
の
活
字
文
化
を
享
受
し
て
い
な
か
っ
た
人
々
を
、
新
た
に
開
拓
し
て
い
く
こ
と
で
果
た
さ
れ
た
部
分
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ば
『
家
の
光
』
は
、
農
村
社
会
に
新
た
な
読
者
層
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
、
農
村
大
衆
の
情
報
の
質
・
量
を
向
上
さ
せ
た
と
と
も
に
、
細
部
に
均
質
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
日
本
国
内
の
末
端
に
ま
で
情
報
伝
達
を
可
能
と
す
る
『
家
の
光
』
の
存
在
に
よ
っ
て
、
産
業
組
合
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
網
は
、
広
範
且
つ
細
部
に
ま
で
行
き
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
本
論
で
は
、
産
業
組
合
が
行
っ
た
情
報
戦
略
の
一
つ
と
し
て
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
発
行
事
業
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
き
た
。
産
業
組
合
は
、
機
関
誌
『
産
業
組
合
』
や
『
産
業
組
合
宣
伝
叢
書
』
と
い
っ
た
叢
書
類
な
ど
を
年
平
均
で
三
十
点
余
り
発
行
し
た
ほ
か
、
地
方
の
各
組
合
に
よ
っ
て
も
諸
種
の
刊
行
物
が
数
多
く
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
出
版
物
は
、
主
に
組
合
の
役
員
お
よ
び
組
合
員
に
向
け
て
、
教
育
的
な
意
味
合
い
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
未
加
入
者
も
含
め
た
一
般
農
村
大
衆
へ
の
宣
伝
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と
し
て
も
発
行
さ
れ
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
雑
誌
『
家
の
光
』
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
に
創
刊
し
た
『
家
の
光
』
は
、
発
行
の
主
な
目
的
は
産
業
組
合
の
宣
伝
に
あ
っ
た
が
、
体
裁
は
大
衆
向
け
の
家
庭
雑
誌
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
農
村
生
活
者
を
指
向
し
て
作
ら
れ
た
誌
面
内
容
に
あ
っ
た
。
当
時
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
都
市
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
農
村
社
会
は
基
本
的
に
視
野
の
外
に
あ
っ
た
が
『
家
の
光
』
の
登
場
に
よ
り
農
村
生
活
に
適
応
し
た
情
報
の
、
収
集
・
発
信
が
行
わ
れ
た
。
百
万
部
以
上
の
発
行
数
を
誇
る
雑
誌
と
し
て
成
長
し
た
『
家
の
光
』
の
読
者
の
中
心
は
、
そ
れ
ま
で
は
雑
誌
購
読
率
の
低
か
っ
た
中
小
産
以
下
の
農
民
で
あ
り
『
家
の
光
』
の
発
行
事
業
は
、
活
字
文
化
を
充
分
、
に
享
受
し
て
い
な
か
っ
た
人
々
を
開
拓
し
、
農
村
社
会
に
新
た
な
読
者
層
を
生
じ
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
産
業
組
合
は
、
出
版
事
業
で
自
ら
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る
一
方
で
、
組
合
が
運
営
す
る
図
書
館
の
設
立
や
「
農
村
文
庫
」
の
設
置
な
ど
に
よ
っ
て
一
、
般
の
出
版
物
の
提
供
を
行
い
、
産
業
組
合
の
目
線
に
よ
る
蔵
書
が
農
村
社
会
に
。
、
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
産
業
組
合
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
た
読
書
環
境
は
農
村
大
衆
が
活
字
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
増
さ
せ
た
が
、
一
面
に
お
い
て
、
産
業
組
合
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
た
情
報
を
、
農
村
大
衆
が
受
容
し
た
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。
本
論
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
産
業
組
合
は
『
家
の
光
』
を
始
め
と
し
た
出
版
活
動
や
、
図
書
提
供
に
よ
る
独
自
の
蔵
書
の
形
成
に
よ
り
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
を
操
作
す
る
こ
と
で
、
農
村
社
会
の
情
報
を
一
部
で
統
制
し
、
組
織
の
存
在
を
肯
定
す
る
世
論
の
構
築
を
戦
略
的
に
図
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
《
注
》
(
)
産
業
組
合
と
は
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
公
布
さ
れ
た
産
業
組
合
法
に
1
も
と
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
協
同
組
合
で
あ
り
、
現
在
の
農
業
協
同
組
合
（
農
協
）
の
前
身
組
織
に
あ
た
る
。
そ
の
組
織
展
開
は
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
発
に
行
わ
れ
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
組
合
数
が
対
市
町
村
数
比
に
し
て
一
一
〇
％
を
超
え
、
ま
た
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
は
農
業
者
組
合
員
数
が
全
農
家
戸
数
と
同
じ
約
五
六
〇
万
に
達
し
、
農
村
地
域
に
お
け
る
全
戸
加
入
が
ほ
ぼ
実
現
さ
れ
た
。
産
業
組
合
は
、
昭
和
前
期
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
、
農
村
社
会
に
お
け
る
一
大
組
織
で
あ
っ
た
。
(
)
『
産
業
組
合
（
明
治
三
十
八
年
創
刊
―
昭
和
十
八
年
廃
刊
）
は
産
業
組
合
の
機
関
』
2
誌
で
あ
り
、
主
な
読
者
は
組
合
の
役
員
及
び
組
合
員
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
十
一
月
に
創
刊
し
、
昭
和
十
八
年
九
月
に
農
業
団
体
の
統
合
に
よ
っ
て
産
業
組
合
中
央
会
が
解
消
さ
れ
る
ま
で
、
中
断
す
る
こ
と
な
く
刊
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
は
三
千
部
で
、
。
あ
っ
た
が
大
正
末
以
降
は
全
国
に
一
万
五
千
部
ほ
ど
を
発
行
し
て
い
た
と
さ
れ
る
内
容
は
、
産
業
組
合
論
・
産
業
組
合
運
動
論
・
産
業
組
合
時
評
に
及
び
、
中
央
・
地
方
の
産
業
組
合
の
動
静
か
ら
農
政
の
動
向
、
海
外
産
業
組
合
事
情
ま
で
、
産
業
組
合
全
般
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
(
)
『
家
の
光
（
大
正
十
四
年
創
刊
―
続
刊
）
は
大
正
十
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
大
衆
雑
』
3
誌
で
あ
る
。
産
業
組
合
の
大
衆
化
が
図
ら
れ
る
中
で
、
前
述
の
『
産
業
組
合
』
と
は
異
な
る
一
般
向
け
雑
誌
の
必
要
が
生
じ
、
刊
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
前
期
に
百
万
部
以
上
の
発
行
部
数
を
誇
り
、
当
時
の
農
村
社
会
に
お
い
て
最
も
普
及
し
た
雑
誌
で
あ
る
『
家
の
光
』
に
つ
い
て
は
本
発
表
で
も
詳
述
す
る
が
、
産
業
組
合
の
大
。
衆
化
に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
言
え
る
。
(
)
『
産
業
組
合
年
鑑
（
昭
和
二
年
―
十
八
年
）
は
、
昭
和
二
年
（
昭
和
三
年
度
版
）
』
4
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よ
り
毎
年
刊
行
さ
れ
、
産
業
組
合
が
農
業
会
と
し
て
再
編
さ
れ
る
昭
和
十
八
年
ま
で
の
間
に
全
十
五
冊
を
数
え
た
。
そ
の
内
容
は
、
農
商
務
省
（
農
林
省
）
が
発
行
し
た
統
計
調
査
書
『
産
業
組
合
要
覧
』
と
、
前
出
の
機
関
誌
『
産
業
組
合
』
の
要
約
と
も
言
え
る
も
の
で
「
諸
統
計
・
資
料
・
記
録
の
重
要
な
も
の
が
取
捨
選
択
、
再
整
理
さ
、
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
組
合
の
諸
活
動
が
年
単
位
で
総
合
的
に
把
握
（
千
葉
、
1
9
」
86 ）
で
き
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
(
)
産
業
組
合
宣
伝
叢
書
昭
和
二
年
―
十
七
年
は
産
業
組
合
調
査
資
料
注
『
』（
）
、『
』（
5
６
参
照
）
と
同
じ
く
、
産
業
組
合
の
刊
行
物
と
し
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
た
も
の
の
一
つ
『
産
業
組
合
宣
伝
叢
書
』
は
、
昭
和
二
年
か
ら
約
十
五
年
に
わ
た
っ
て
、
全
三
。
十
七
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
名
前
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
産
業
組
合
を
宣
伝
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
方
で
組
合
員
の
教
育
の
意
味
も
多
分
に
あ
っ
た
。
叢
書
の
中
に
は
、
組
合
員
の
「
よ
る
べ
き
テ
キ
ス
ト
（
古
桑
、
1
9
8
7
）
と
な
っ
た
も
の
も
」
あ
り
、
関
係
者
に
広
く
受
容
さ
れ
た
。
(
)
『
産
業
組
合
調
査
資
料
（
大
正
十
二
年
―
昭
和
十
七
年
）
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
』
6
昭
和
十
七
年
の
間
に
八
十
六
輯
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
、
産
業
組
合
が
行
っ
た
調
査
報
告
の
叢
書
で
あ
る
「
量
的
・
質
的
い
ず
れ
の
面
か
ら
見
て
も
、
産
業
組
合
関
係
。
の
代
表
的
文
献
（
千
葉
、
1
9
8
4
）
で
あ
る
と
さ
れ
「
産
業
組
合
指
導
者
並
に
関
係
」
、
者
を
啓
発
し
た
効
果
は
著
し
い
も
の
が
あ
つ
た
（
奥
谷
、
1
9
4
0
）
と
い
う
。
本
資
料
」
は
、
産
業
組
合
中
央
会
が
計
画
的
・
組
織
的
に
行
っ
た
調
査
事
業
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
)
『
キ
ン
グ
』
は
『
家
の
光
』
が
本
格
的
に
普
及
す
る
以
前
に
、
最
も
農
村
で
読
ま
、
7
れ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
地
方
読
者
か
ら
の
投
稿
に
よ
る
と
「
こ
の
山
間
で
他
の
雑
誌
。
」
は
余
り
な
い
の
に
キ
ン
グ
は
山
程
積
ん
で
あ
る
し
か
も
少
し
お
そ
く
行
く
と
売
切
（
キ
ン
グ
』
大
正
十
四
年
十
月
号
）
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
中
村
星
湖
『
が
昭
和
六
年
に
農
村
の
書
店
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
雑
誌
の
中
で
『
キ
ン
グ
』
が
。（『
』）
、
最
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い
た
と
い
う
農
村
社
会
研
究
―
農
村
教
育
編
し
か
し
「
『
』
、
（
）
農
村
部
に
お
け
る
キ
ン
グ
の
圧
倒
的
シ
ェ
ア
は
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
…
『
家
の
光
』
普
及
運
動
が
成
功
す
る
と
後
退
し
た
（
佐
藤
、
2002
）
と
さ
れ
る
。
」
(
)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
雑
誌
『
家
の
光
』
に
見
る
農
村
メ
デ
ィ
ア
の
8
受
容
（
リ
テ
ラ
シ
ー
史
研
究
』
1 、
20
08.1
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
」
『
(
)
『
家
の
光
』
の
普
及
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
雑
誌
『
家
の
光
』
の
9
普
及
過
程
に
見
る
メ
デ
ィ
ア
の
地
域
展
開
（
日
本
文
学
』
5
8
(4
)
、
2
00
9
.4
）
を
参
」
『
照
さ
れ
た
い
。
(
)
『
吉
田
日
記
』
は
、
茨
城
県
稲
敷
郡
の
小
作
農
・
吉
田
新
一
（
一
九
一
五
～
一
九
10
九
六
）
の
日
記
。
吉
田
は
、
産
業
組
合
の
職
員
と
し
て
活
躍
し
た
。
記
述
年
代
は
、
一
部
資
料
損
失
の
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
前
後
よ
り
書
か
れ
、
戦
時
中
の
一
時
期
を
除
い
て
平
成
七
年
に
没
す
る
ま
で
の
間
、
毎
日
綴
ら
れ
た
。
そ
の
記
述
の
分
量
か
ら
、
昭
和
前
期
に
お
け
る
農
村
青
年
の
一
生
活
モ
デ
ル
を
示
し
得
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
す
で
に
数
本
の
論
文
で
分
析
対
象
と
さ
れ
て
い
る
（
高
田
。
「
」『
』
、
知
和
農
村
青
年
の
都
会
文
化
受
容
に
つ
い
て
の
一
考
察
年
報
社
会
学
論
集
16
、
「
（
）
」
20
04
同
一
九
四
五
年
農
村
の
日
常
生
活
世
界
―
農
村
青
年
の
日
記
を
読
む
１
『
応
用
社
会
学
研
究
』
1
7 、
2
0
0
7
な
ど
）
な
お
『
吉
田
日
記
』
は
『
常
総
台
地
村
落
、
』
、
の
生
活
と
慣
行
―
茨
城
県
牛
久
市
桂
区
の
事
例
―
の
中
で
一
部
翻
刻
さ
れ
て
お
り
本
論
で
は
そ
れ
を
用
い
た
。
【
引
用
文
献
】
宮
部
一
郎
「
協
同
読
書
運
動
に
就
て
『
産
業
組
合
』
1
9
42.6
」
「
『
』
”
”
」『
』
、
山
路
透
家
の
光
―
し
あ
わ
せ
ム
ー
ド
の
裏
側
に
あ
る
も
の
―
別
冊
潮
1
1
196
8
古
桑
実
「
産
業
組
合
中
央
会
の
出
版
活
動
『
産
業
組
合
調
査
資
料
』
第
十
二
巻
・
解
題
、
」
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1
9
8
4
『
日
本
産
業
組
合
史
』
産
業
組
合
中
央
会
、
1
9
2
6
『
産
業
組
合
年
鑑
』
第
一
回
～
第
十
三
回
、
産
業
組
合
中
央
会
、
19
2
8
～
1
9
4
0
『
農
村
生
活
の
調
査
』
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
農
政
学
研
究
室
、
19
3
3
産
業
組
合
調
査
資
料
『
産
業
組
合
教
育
宣
伝
事
業
に
関
す
る
調
査
』
産
業
組
合
中
央
会
、
1
9
32
『
日
本
産
業
組
合
教
育
史
』
産
業
組
合
中
央
会
、
1
9
40
『
例
規
集
』
産
業
組
合
中
央
会
啓
発
課
、
1
94
2
『
塩
尻
時
報
（
縮
刷
版
）
塩
尻
村
誌
刊
行
会
、
19
7
9
』
『
長
野
県
書
店
商
業
組
合
八
十
五
年
の
あ
ゆ
み
』
長
野
県
書
店
商
業
組
合
、
1
9
93
『
家
の
光
の
使
命
』
産
業
組
合
中
央
会
（
家
の
光
編
集
部
、
19
3
3
）
『
家
の
光
ノ
発
行
事
業
ノ
特
性
ニ
関
ス
ル
調
査
』
産
業
組
合
中
央
会
（
家
の
光
部
、
19
4
3
）
『
家
の
光
の
二
十
五
年
』
家
の
光
協
会
、
1
94
9
『
家
の
光
の
四
十
年
』
家
の
光
協
会
、
1
96
8
『
家
の
光
（
復
刻
版
）
不
二
出
版
、
1
99
3
～
1
9
99
』
『
産
業
組
合
発
達
史
』
産
業
組
合
史
刊
行
会
、
1
96
6
『
産
業
組
合
中
央
会
史
』
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
、
19
8
8
永
嶺
重
敏
『
雑
誌
と
読
者
の
近
代
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
1
9
97
『
吉
田
日
記
（
常
総
台
地
村
落
の
生
活
と
慣
行
―
茨
城
県
牛
久
市
桂
区
の
事
例
―
』
早
』
『
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
人
間
基
礎
学
科
、
2
00
0
）
佐
藤
卓
己
『
キ
ン
グ
』
の
時
代
』
岩
波
書
店
、
20
0
2
『
＊
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
